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【  報告が大変遅くなりました。 
申し訳あません。  
先日、竹内隆則君の最終乗務の  
迎えに行ってきました。朝早い  
間にもかかわらず、多くの仲間  
出迎えに集まってくれました。  

驚いたのは、集まった管理者  
数で東一輸、東二輸合わせて 10

名ほどでした。確か１２月の斎藤勝君のときは８名だったので、

竹内君は斎藤君を超えた大物になったかな？  
しかし、朝の忙しい時間帯に１０名もの助役が仕事そっちの

けで会社の仕事がまわるなんておかしな会社。まあ彼らの一番

の仕事が東海労対策だということが、ますますはっきりしたね。 
 竹内君が８時４３分、回送電車から降りるやいなや、助役連

中が取り囲み、拉致同然の状態でした。そんな状態だったので、

こんな手ぶれ写真がたった１枚しか撮れませんでした  】   
ユ ニ オ ン ・ 国 労 組 合 員 の み な さ ん 
 東海労組合員、竹内さんが定年退職のため１月１６日、最終

乗務となりました。わたしたち東海労は、組合員が退職や「還

流」のために最終乗務となるとき  ご苦労様でした、と組合員や

家族がホームで出迎えをしています。何と、今回は１０名の助

役が写真も撮らせない体制でした。その様子をＡさんが投稿し

てくれましたが、ホームの様子がうかがえる写真と文章です。  
 実は前段で、分会長に対して総務科長から「これまで、常識

を疑う行為があったし、お客様からの苦情もあがっている。 

１６日にそのような行為が認められた場合には、厳正に対処す

る。これは注意指導である」と、きついお話がありました。 

わたしたちはこれまでお客様に迷惑をかけるような事はして

いません。お客様から見れば、私服での出迎えよりも、むしろ

赤線の入った帽子の制服社員が大勢いるのを異常と感じたので

は？ 当然ですが、未だ「厳正に対処」はされていません。 

以 上 、 異 常 な 異 状 で し た Ｃ Ｄ 頑 爺 

 


